
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
０
２
回 

 釈
迦
ヶ
岳
他
２
ヶ
所
に
靡
看
を
板
設 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
１
０
月
２
５
日
（
日
）
晴 

◇
参
加
者
：
沖
﨑
吉
信
、
橋
本
梓
、
生
熊
千
満
子
、
濱
野
兼
吉
、
児
嶋
道
夫 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

高
階
美
根
子
、
山
川
治
雄
・
自
知
、
上
村
洋
司
・
和
美
、
湯
川

一
郎
、
野
崎
肇
、
梶
野
照
雄
、
瀧
本
昭
太
郎
、
斎
藤
和
美
、
高

橋
桂
太
、
伊
藤
光
男
、
藤
塚
学
、
坂
野
良 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１
９
名 

靡
看
板
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
最
北
端
、
第
４
０
靡
釈
迦
ヶ
岳
に
靡
看
板

を
設
置
、
都
津
門
、
深
仙
宿
の
２
ヶ
所
に
も
設
置
し
た
。
深
仙
宿
よ
り
南
側
の

五
角
仙
、
聖
天
の
森
、
大
日
岳
に
つ
い
て
は
、
看
板
と
杭
を
深
仙
宿
ま
で
運
び
、

灌
頂
堂
内
に
デ
ポ
し
た
。 

 
 

 
 

 

朝
８
時
の
登
山
口 

 
 

 
 

作
業
内
容
の
説
明 

 
 

不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
で 

当
日
朝
、
８
時
半
に
登
山
口
に
集
合
。
８
時
少
し
前
に
到
着
し
た
が
、
駐
車

車
両
は
５
０
台
近
く
あ
り
、
ト
イ
レ
周
辺
は
車
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
野
崎

さ
ん
と
、
初
参
加
の
４
名
が
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
後
続
の
車
両
は
５
０
０

ｍ
近
く
下
っ
た
所
に
駐
車
す
る
し
か
な
か
っ
た
。 

沖
崎
さ
ん
か
ら
本
日
の
作
業
予
定
の
説
明
が
あ
り
、
靡
看
板
６
枚
と
杭
６
本

を
分
担
し
て
担
ぎ
出
発
し
た
。 

 
 

 
 

 

霧
氷
と
紅
葉 

 
 
 

釈
迦
ヶ
岳
靡
看
板
設
置 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
と
古
田
の
森
で
小
休
止
、
千
丈
平
で
は
休
ま
ず
奥
駈
道

三
差
路
で
集
ま
り
、
釈
迦
ヶ
岳
の
靡
看
板
だ
け
を
持
っ
て
山
頂
に
向
か
っ
た
。 

千
丈
平
か
ら
上
は
木
の
枝
に
霧
氷
の
花
が
咲
き
、
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉
と
が

素
晴
ら
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
る
。
気
温
は
低
く
お
ま
け
に
風

も
強
い
。
体
感
気
温
は
０
℃
に
近
か
っ
た
。 

 

釈
迦
ヶ
岳
山
頂
で
靡
看
板
を
設
置
す
る
。
釈
迦
像
の
少
し
北
側
、
石
積
の
前

に
杭
を
打
ち
込
む
が
、
深
く
は
入
ら
な
か
っ
た
。
根
元
に
石
を
積
み
上
げ
て
固

定
、
看
板
設
置
を
祝
っ
て
万
歳
三
唱
を
行
っ
た
。 



山
頂
の
釈
迦
如
来
像
の
光
背
（
輪
光
）
が
風
で
前
後
に
揺
れ
て
い
た
。
光
背
の

先
端
を
留
め
て
い
る
ボ
ル
ト
が
外
れ
て
い
る
。
逆
光
で
良
く
判
ら
な
い
が
、
折

れ
て
い
る
と
言
う
報
告
も
あ
っ
た
。
光
背
は
４
分
割
で
そ
れ
ぞ
れ
を
ビ
ス
止
め

し
て
円
形
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
ヶ
所
も
ビ
ス
が
外
れ
て
い
る
こ

と
が
判
っ
た
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
最
悪
の
場
合
、
光
背
の
折
損
と
折

損
に
よ
る
頭
部
等
へ
の
傷
が
考
え
ら
れ
る
。
高
さ
４
．
５
ｍ
位
の
最
上
部
だ
け

に
修
理
の
方
法
を
十
分
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

 
 

 
 

 

ボ
ル
ト
が
外
れ
た
光
背 

 
 

 
 
 
 

 

ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉 

 

山
頂
か
ら
奥
駈
道
三
差
路
に
戻
っ
て
山
川
さ
ん
等
８
名
が
先
に
下
山
、
昼
食

を
済
ま
せ
て
深
仙
宿
へ
下
る
。
奥
駈
道
三
差
路
か
ら
暫
く
の
間
、
笹
の
伸
び
方

が
激
し
く
、
足
元
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
で
刈
り
な

が
ら
降
り
る
が
、
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
の
で
部
分
的
に
し
か
刈
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。 

 

 

 
 

 
 

 

都
津
門
に
靡
看
板 

 
 

 

灌
頂
堂
に
看
板
を
デ
ポ 

 
 

深
仙
宿
に
靡
看
板 

 

都
津
門
で
靡
看
板
を
設
置
、
都
津
門
の
位
置
を
示
し
た
標
識
も
立
て
た
。 

深
仙
宿
で
は
灌
頂
堂
の
傍
に
靡
看
板
設
置
、
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
で
し

ば
し
休
憩
し
て
千
丈
平
に
登
り
返
す
。
各
々
に
鎌
を
持
っ
て
も
ら
い
笹
を
刈
り

な
が
ら
登
る
。
下
り
な
が
ら
刈
る
よ
り
も
、
登
り
で
刈
る
方
が
腰
に
や
さ
し
い

の
で
、
深
仙
宿
、
千
丈
平
間
に
集
中
し
た
。
こ
の
区
間
は
昨
年
秋
に
２
時
間
近

く
か
け
て
笹
刈
り
を
し
た
の
で
、
思
っ
て
い
た
ほ
ど
は
伸
び
て
い
な
く
今
回
の

笹
刈
り
で
来
年
の
７
月
く
ら
い
ま
で
は
大
丈
夫
な
よ
う
に
思
う
。
最
後
尾
を
濱

野
、
児
嶋
、
梶
野
の
３
名
で
、
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
で
刈
り
な
が
ら
登
っ
た
の
で

千
丈
平
に
着
く
と
大
半
の
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に
下
山
、
沖
崎
さ
ん
が
待
っ
て
い

て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
古
田
の
森
周
辺
で
伸
び
た
笹
を
刈
り
、
持
っ
て
き
た
バ

ッ
テ
リ
ー
４
個
の
う
ち
の
３
個
を
使
い
果
た
し
、
最
後
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
装
着
、

沖
崎
さ
ん
が
持
っ
て
刈
り
な
が
ら
降
り
た
。 

 



 
 

 
 

 

千
丈
平
ま
で
笹
刈 

 
 

 
 

古
田
の
森
付
近 

 
 
 

 
 

 

下
山
完
了 

登
山
口
に
着
い
た
の
は
午
後
５
時
ち
ょ
っ
と
前
、
溢
れ
て
い
た
車
も
５
台
が
残

っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
沖
崎
さ
ん
と
別
れ
て
靴
を
履
き
替
え
て
い
る
と
降
り

て
き
た
人
が
階
段
の
上
か
ら
何
や
ら
声
を
か
け
て
き
た
。
「
笹
を
刈
っ
て
く
れ

た
ん
や
ね
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
た
。
降
り
て
き
て
立
ち
話
を
す
る
こ
と
２
０
分 

泉
南
の
人
で
、
大
峰
が
好
き
で
奥
駈
道
を
よ
く
歩
い
て
い
る
そ
う
だ
。「
３
～

４
年
前
に
笹
を
刈
っ
て
た
東
大
阪
の
人
、
ど
う
し
て
ま
す
か
？
最
近
ひ
と
つ
も

見
か
け
ま
せ
ん
け
ど
」
と
聞
か
れ
た
。
青
木
フ
ァ
ン
一
人
発
見
だ
。 

こ
の
人
と
の
話
で
登
山
口
を
離
れ
た
の
は
午
後
５
時
半
、
す
ぐ
に
真
っ
暗
に
な

り
帰
宅
し
た
の
は
午
後
８
時
丁
度
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 (

記
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

登
山
口08

：45

→09

：25

不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
→10

：10

古
田
の
森
→11

：

15

釈
迦
ヶ
岳11

：30

→12

：50

都
津
門
→13

：20

深
仙
宿13

：55

→15

：53

古
田
の
森
→16

：21

不
動
木
屋
登
山
道
分
岐
→16

：55

登
山
口 

 


